
校長 池 原 智 宏
ここ音威子府村にも冬が訪れました。11月

としては記録的な降雪が23日から24日かけて
ありました。近隣の幌加内町朱鞠内では24時
間で75センチの積雪、名寄市でも60センチの
積雪、音威子府村でも40センチの積雪があり
ました。全国版のニュースでも放送され、保護
者の皆様も驚かれたのではないでしょうか。特
に初めての冬を迎える一年生はさぞ驚いたので
はないでしょうか。気象庁の季節予報では、例
年並みか多いとの予報が出ています。寒さと雪
と上手に付き合っていかなければなりません。
さて、本校は「造形体験を重ね創造力を育成

する」と学校教育目標に掲げています。工芸と
美術の学びの中から創造力を高める教育活動を
していますが、生徒の皆さんは、成長を感じて
いますか。人の成長にはそれぞれ伸びるタイミ
ングに違いがあると思います。今、もし、スラ
ンプに陥っている生徒さんがいるとすれば、必
ずそれは解消されるでしょう。自分を信じて焦
らず頑張ってほしいと思います。
今年も生徒達の活動の活躍がありました。第

33回有島武郎青少年絵画展では、2年水野花
菜さんが奨励賞を受賞し、第13回美術工芸甲
子園では、３年宿谷夏生君が審査員特別賞を受
賞しました。おめでとうございます。賞を惜し
くも逃した生徒の皆さんも、本当によく頑張り
ました。これからも創作活動に意欲を燃やして
ください。
後期に入り授業を見学することが度々ありま

したが、その学びの中に美を意識して取り組ん
でいる授業がありました。「美」を考えるとき、
私の好きなことばに「侘び寂び」があります。
これは、日本の美意識の一つです。なかなか簡
単には説明できませんが、「人の世の儚(はか)
なさ、無常であることを美しいと感じる美意識」
とされています。私は、質素で趣(おもむき)の
ある様子とも捉えています。内面的なことと表
面的なことが融合され、やがて精神性の豊かさ
と捉えられる様になり、茶の湯や禅になってい
ったのではないかともいわれています。これを
感じる好きな場所があります。京都の龍安寺方
丈庭園(石庭)です。思ったほど広くない石庭(枯
山水)があり、広縁から見る庭は、時の経つこ
とを忘れさせてくれる趣があります。是非、行
って体験して欲しい場所の一つです。何か日本
の美意識を感じることのできる不思議な空間だ
と思います。物事は、一面だけを見て判断する
のではなく、貪欲に知らないことを積極的に知
ろうとする姿勢が大切です。

コロナ禍の中で始まった一年、令和三年が暮
れていきます。保護者の皆様には、各学校行事
等への御協力、また、日頃の生徒本人との連絡
による見守り協力等々、学校教育への御理解、
御支援をいただきありがとうございました。皆
様に支えられ、見守られ今年も無事に終えるこ
とができそうです。心よりお礼申し上げます。
年末年始には、日本ならではの様々な行事があ
ります。例えば、年末には大掃除やお餅つき、
年始には初詣や書き初めなどの風習もお正月な
らではのものです。できれば帰省を機会に御家
庭で年末年始を楽しんで欲しいと思います。ま
た、新型コロナウイルスの感染リスクも心配さ
れますので、普段会わない方と会う場合は、よ
り一層の感染防止行動を実践してもらいたいと
思います。繰り返しになりますが、発熱や咳な
どに加えいつもと体調が違う時は、外出や移動
を控える、積極的に病院受診をしてください。
生徒の皆さん、保護者の皆様、地域の皆様、そ
ろって元気で新しい年を迎えられますようにお
祈りいたします。

「寮生活について」
舎監長 工芸科 須藤由希子

新型コロナウイルスの流行で、寮日課や行事
などの変更を行っております。休業明けの10
日間は居室で弁当での食事、毎日の検温等の様
々なルール変更がありますが、お互いを思いや
り協力しながら日々を過ごしております。寮の
作業学習室には、イーゼルを増やし、日々のデ
ッサンや受験に向けた時間を過ごせるように、
寮生会を中心に改善を進めております。
10月～11月には、延期になっていた学年ご

との寮レクを実施しました。今年度4年ぶりに
復活した筬島ボランティア体験では、砂澤ビッ
キ記念館で学芸員の仕事やビッキさんの作品・
制作にまつわる貴重なお話を聞くことができま
した。村主催の音威子府村と都市圏学生とを結
ぶ交流事業では、東京大学の学生のみなさんと
パビリオン制作をする体験にも多くの生徒が参
加し、普段ではなかなか体験することができな
い時間を過ごしていました。今後も感染予防と

健康管理に気を付
け、寮の行事を進
めていきたいと思
います。冬季休業
で帰省となります
ので、学校や寮生
活のことをご家族
でお話していただ
きたいです。

「withコロナの一年を振り返って」
工芸科長 角南 友繁

おと高の１年間はたくさんの実習とともに、
あっという間に過ぎていきます。様々なものづ
くりを体験することで、それぞれが自分の心や
技術を育てています。１年生は美術や工芸の授
業に慣れ、自分の制作したいものが少しずつ見
えてきたのではないでしょうか。高大連携授業
では、たくさんの木製のおもちゃに触れ、細部
まで考えられたデザインについて学ぶことがで
きたと思います。２年生は美術コースと工芸コ
ースに分かれ、より専門的な表現や技術を学ん
でいます。来年の卒業制作に向け、さらに磨き
をかけていきましょう。デザインスクールでは、
お互いの「かぶりもの」を制作するというペア
ワークを行いました。相手のことを深く考える
ことで、それぞれのものづくりを深めることが
できたと思います。３年生は、卒業制作が大詰
めを迎えています。今年度は卒業制作発表につ
いても、実行委員を中心に自分たちで考えた取
組を行っています。３年間の集大成として、制
作も発表もいいものを作り上げましょう！

できごと

≪寮レク≫
3年生は10月30日

にラウンドワン、2年
生は11月20日に旭山
動物園・デザインセン
ター、1年生は27日に
木夢（西興部）に寮レ
クに出かけました。

1，2年生は本来、宿
泊研修・デザインスク
ールで見学予定の施設
の見学となりました。
今年度初めての学年ご
との旅行となり、楽し
く充実した一日を過ご
すことができました。

≪高大連携授業≫
11月11日、25

日と東海大学より中
尾先生、笹川先生に
来校いただき高大連
携授業を実施しまし
た。1年生は実際に
木のおもちゃで遊ぶ
ことにより、おもち
ゃの構造などの学習を行いました。2年生は、
イスに関する学習や、来年度の卒業制作に向け
てポートフォリオの制作について学習しまし
た。

≪体育祭≫
１２月１０日に体育祭を行いました。バレー

ボールやバスケットボール、玉入れなどたくさ
んの競技を行いまし
た。生徒だけでなく、
先生方も競技に参加
して、学校全体でい
い汗をかき、沢山の
笑顔を見ることので
きた充実した一日に
なりました。

12月29日～1月5日 年末年始閉庁日
1月10日 帰寮日
11日 全校集会
14日 漢字検定
21日 英語検定
26日 卒業制作発表
28日 ３年生を送る会

2月 1日 家庭学習期間(3年)～2/27
帰省日(3年)

2月10日 推薦入試(生徒休業)
16日 学年末考査(1･2年)～2/18
27日 帰寮日(3年)
28日 同窓会入会式･卒業式予行

PTA･体文役員会
3月 1日 卒業式

3日 一般入試～3/4
3/3～3/7(入選業務のため生徒休業)

16日 合格発表
24日 修了式･大掃除
25日 年度末･年度始休業～4/7

4月 7日 帰寮日
8日 始業式･入寮式
9日 入学式

子ども相談支援センター
相談窓口のお知らせ

いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど

家庭教育に関する悩みなど相談してください。

●電話相談 ０１２０－３８８２－５６
（無料、毎日24時間対応）

●メール相談 doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談
（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）
こども相談支援センター

札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階
※上記の電話相談で予約してください。

センターのＷｅｂページに、「子ども相談支援センターへの相談事例」を
掲載しています。次のＵＲＬからご覧ください。

URL http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/

hk/ssa/soudanjirei.pdf
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〒098-2501
北海道中川郡音威子府村字音威子府１８１番地１

電話 01656-5-3044 FAX 01656-5-3８３８

e - m a i l otokoh@seagreen.ocn.ne.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.otoineppu-h.ed.jp/


